学校評価
高倉幼稚園
1、 園の教育目標

	幼児の心身ともに健全な成長の為に、次の指導目標を上げ、これらを習得できるよう教育環境を整える
○日常の生活習慣のしつけ

○正しい社会人としての指導

○基本的な生活態度を養う

○思考力と想像力の芽生えを培う

○強健な心身の発達の育成


2、 本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した学校評価の具体的な目標や計画

	前年度まで取り組んできた生活、教育面での目標をさらに充実させることが目標であるが、コロナ禍が収束しないまま新年度を迎えた。感染対策を講じながら、今年度はなるべく普通保育を続ける。
その中で、「非認知能力」を高める教育と体力づくりに力を入れる。
様々な制限のある中で、できる限り教育の質を落とさない教育活動を行うよう努力し、環境を整える。設備面も充実させる。

①野菜栽培・食育　　　野菜や草花を植え水やり、栽培する事により、生長を観察し興味を持ち、感性を養う。また、栽培した野菜を収穫する喜びを知り、収穫した野菜を食べることにより好き嫌いをなくす。
食べ物の栄養や大切さを学ぶ。
　　　　　　　　　　　

②安全対策・安全教育　防犯、不審者対策。防火防災に努める。園内外で交通事故や連れ去り等に気を付けるよう指導。感染予防対策の徹底。
③体力づくり　　　　　体力・柔軟性を養い、大きな怪我をしないよう努める。

　　　　　　　　　　　毎日、簡単な体操を必ずする。(柔軟体操、縄跳び等)
　　　　　　　　　　　
④自主性を高める教育　自分でやりたいことを実現するために物事に粘り強く取り組む。
　　　　　　　　　　　制作絵画等自分で作りたいもの描きたいものを考え、自己表現をする。
　　　　　　　　　　　自由に活動する日を増やす。
　　　　　　　　　　　問題に直面した時に諦めずやり遂げようとする力をつける。

　　　　　　　　　　　マーチング・運動会や遊びで友達と協力しながら頑張る力をつける。

⑤制限された教育活動　遠足・お泊り遠足・夕涼み会・プール等中止せざるを得ない行事の代替えの

イベントの取り組み

⑥設備面の充実　　　　空調設備の一部取り換え


3、 学校評価目標の取り組み状況
	目標
	取　　組　　状　　況

	1 野菜栽培・食育
	５月中旬　　年長　菜園で夏野菜の苗植え
　　　　　　　　　ミニトマト・きゅうり・ピーマン・なす

　　　　　　年少　園庭のプランターで夏野菜の苗植え

　　下旬　　年中　さつまいも苗の植え付け
　　　　　　苗植え後、全学年で水やりと観察
７月　　　　年長　野菜の収穫
　　　

１０月　　　年中  芋掘り
　　　　　        今年度は収穫が例年より少なかった
１１月中旬　年中　チューリップの球根植え

○食事の席はパーテーションパネルで仕切る
○食事前のあいうべ体操(マスク着用)

○親子で参加の歯の健康講座(年中)中止

	2 安全対策・安全教育
	5月、9月、12月 　避難訓練

 担任は避難用リュックを持って避難
○手洗い・消毒の徹底(特に食事前は指先にも消毒)
○遊具・玩具・バスの点検
○マスク着用(夏期・体操時は、外す)

○園庭で遊ぶ時、学年別に分散
○行事の集まりは学年別で行い、大型絵本やDVDで防犯防災の話をした

○町会長さんに毎日登園時間に門立ちをしていただいた

	3 体力づくり
	○家庭内で過ごすことが多かったので、毎日必ず柔軟体操をする

○晴れの日は外遊び・縄跳び等をする(真夏日は熱中症に要注意)
○冬期はかけっこをする(持久走：○周走る、○分走る等)

	4 自主性を高める教育活動
	○お楽しみ会　認知能力を高める為、自分たちで考えたゲームを作って楽しんだ
○フリーデー　学期ごとに最低1回は計画する
　　　　　　　子ども達同士で話し合い、自分達で考えて好きな活動を

　　　　　　　行うように指導

　　　　　　　 園庭で遊ぶ、鬼ごっこ等

　　　　　　　 保育室で制作、お絵描き、椅子取りゲーム等

	5 コロナ禍での教育の取り組み
	・遠足中止の代わりに園内で遠足を実施(アニマルランド)
　園舎内に様々な展示、子ども達が描いた動物が動く動画の鑑賞等

・運動会　学年別に分散して実施。保護者の見学も園児1名につき2名に

　　　　制限。

・発表会　2クラスずつ実施。保護者の見学も1名に制限。

　　　　　オペレッタ・遊戯・合奏(合唱はマスクを着けて1曲のみ)

・感染リスクが高い為制限された教育活動

　歌：マスクをしたまま少しだけ指導

　鍵盤ハーモニカ：紙の鍵盤で音階の練習
　　　　　　　　　パーテーションパネルを立てて練習
　　　　　　　　　毎回必ず消毒

	6 設備面の充実
	８月　1階の空調を全てエコ空調に全面改修


4、 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

	目標
	自己評価
	学校関係者

	①野菜栽培・食育
	Ｂ
	Ａ

	②安全教育・安全対策
	Ａ
	Ａ

	③体力づくり
	Ｂ
	Ｂ

	④自主性を高める教育
	Ｂ
	Ａ

	⑤行事・教育に対しての取り組み
	Ａ
	Ａ

	⑥設備面の充実
	Ａ
	Ａ

	職員の意見まとめ

	野菜栽培・食育：水やりを自分達で行い、野菜の収穫を喜ぶ姿が見られた。
　　　　　　　　野菜の成長を観察できてよかった。
　　　　　　　　マグネット教材を利用・活用して食育に努めた
　　　　　　　　保健福祉課の方に絵本の読み聞かせをして頂き、とても良い経験になった。
安全教育・安全対策：感染予防ができていたので、感染数は最小限に防ぐことができた。
　　　　　　　　　　不審者が園に入った時の避難訓練があれば良い。
体力づくり：行事がある月は外に出る時間が減ったり、毎日柔軟体操ができなかった。
　　　　　　コロナ禍で、できることが限られた。クラスによって偏りがある。　　　　　

自主性を高める教育：忙しい時期でもフリーデーを行うよう心掛けたい。
　　　　　　　　　　子ども達の意見でフリーデーを使い「縁日ごっこ」を行ったが自分達でルール
　　　　　　　　　　を決めるより、先生の提案が多かった。
　　　　　　　　　　発表会では自分でしたい役割を考えて取り組めた。

休園期間中と実施できない行事教育に対しての取り組み：パーテーションや手伝い消毒を徹底した
　　　　　　　　　　行事が各学年分散で行い、職員も手伝いやすかった。
　　　　　　　　　　制限されたなかでも、メロディオンの指導も工夫して行ったが、大声で歌を
　　　　　　　　　　うたっているクラスがあり、感染面で心配であった。


	学校関係者の意見まとめ

	野菜栽培・食育：水やりと観察を楽しんでいた。菜園に行った日は喜んでいた。
　　　　　　　　行く日程が分かれば嬉しい。
　　　　　　　　年少組も土に触れる機会をもう少し増やしてほしい。 
安全教育・安全対策：感染対策がきちんと出来ていて良かった
　　　　　　　　　　見守りに地域の方がいて安心

体力づくり：自宅でも柔軟体操をしていた。
　　　　　　ボール遊びを取り入れてほしい。

自主性を高める教育：絵を自由に描いたり、制作することで想像力や表現力がついた。
　　　　　　　　　　また友達との協調性を身に付けている。
休園期間中と実施できない行事教育に対しての取り組み：感染予防対策が良かった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アニマルランドも楽しんでいた。
　　　　　　　　　　　　アニマルランド、水族館等の取り組みは成功していた。制限がある中で
通常に近い保育内容であった。

設備面：遊具が増えて喜んでいた 




５、今後取り組むべき課題

	・食育教材をもっと活用して食育をさらに充実させる
　食べ物の大切さを教育し、偏食を減らしていく必要がある
・自主性を高める教育では、もっと子供達の意見を引き出す工夫が必要である。
・コロナ禍で出来なかった行事活動を復活させる。
・バスの運行状況や位置情報アプリの導入
　ICT化を進める。
・園での様子の「動画配信」を検討
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